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 平成２１年度事業報告 

 

平成２２年 ６月 ８日 

                          財団法人 全日本剣道連盟 

  

本連盟は平成２１年度事業計画に基づき計画した各種事業を着実に実施し、所期の成

果を収めることが出来た。 

平成２１年度は重点方策として取り組んだ普及・教育関係事業の拡充・強化、各種講

習内容の充実、審査の適正化、審判能力の向上と試合内容の充実に重点を置いて事業を

展開した。 

 財務面では、受審者の減少により審査会収入、登録料収入が減額したものの、特別会

計の収支改善や経費削減に努めた結果、赤字決算ではあるが、当初予算に比して１５百

万円程度赤字が改善された。 

 

１１１１．．．．大大大大    会会会会（別添－１参照）    

(1) 全日本剣道選手権大会をはじめとする主催９大会（別添－1の２参照）の他、共

催大会として全日本少年少女武道（剣道）錬成大会などの８大会を、また主管大

会として、国民体育大会（(財)日本体育協会の助成）、青年大会の両全国レベルの

剣道大会を行った。特に、全日本剣道選手権大会は日本武道館に入場者８，２０

０名と近年では最高の盛り上がりを見せた。 

(2) 全日本都道府県対抗剣道優勝大会は本年度から女子選手枠をなくし、男子高校

生・大学生を組み入れ、男子のみの大会として実施した。 

(3) 全国家庭婦人剣道大会を改め、第 1 回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会と

して、女子高校生・大学生の参加を加え、出場者の構成を変更して実施した。 

(4) 行事日程表裏面に記載の２９大会の後援に加え、記載のない約５０の大会に対し

て、賞品提供、プログラムに会長挨拶掲載あるいは後援名義掲載などにより支援

を行った。  

    

２２２２．．．．普普普普    及及及及(別添－２参照)    

      剣道の質の向上と現場への普及を図るため下記の取り組みを行った。 

(1) 指導者を養成するための「剣道講師要員（指導法）研修会」を２回実施した。本

研修会に参加した講師要員は、全剣連剣道講習会の指導法の講師として派遣した。  

(2) 第４4回剣道中央講習会は、各剣連派遣者と関連団体よりの受講者も含めて、東

日本、西日本の２会場で同時に実施した。 

(3) 第１８回八段研修会は、平成２０年１１月及び平成２１年５月の剣道八段合格者

３５名が参加して実施した。 

(4) 剣道研究会は、「剣道普及・発展のための諸問題についての研究」を主な目的と

して開催し、①普及に関する事項、②指導に関する事項、③学校教育に関する事

項、④試合・審判に関する事項、⑤審査に関する事項、⑥強化に関する事項等、

について２日間にわたり討議した。 

（5) 中学校武道必修化に伴う剣道指導者講習会を全国教職員剣道大会翌日の８月１１
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日に、大阪府立体育館において９４名（都道府県各 2名）が参加して実施した。 

（（財）日本武道館、日本武道協議会、（財）全日本学校剣道連盟と共催） 

(6) 各剣連主催で全剣連後援の剣道講習会は、本年度は審判法だけでなく指導法に重

点を置くよう指導した結果、４４道府県で実施され、それぞれに講師派遣ならび

に財政面の支援を行った。 

(7) 剣道合同稽古会は、日本武道館で９月を除き毎月１回、地区合同稽古会を近畿地

区６回、九州地区６回、東北地区４回（女子合同稽古会１回を含む）、北海道地

区２回、中国・四国地区８回、東海地区９回、北信越地区３回、それぞれ開催した。 

 (8) 中学校における「武道」必修化への対応として、中学校体育実技指導資料『剣道

授業の展開』を刊行して文部科学省、都道府県教育委員会及び加盟団体に配布す

るともに、教育関係機関への働きかけを行った。 

(9) 剣道「二刀検討会」では、『剣道指導の手引き【二刀編】』を刊行・頒布を行った。 

 

３３３３．．．．審審審審    査査査査    

(1)称号審査・段位審査 

① 称号審査では、錬士の称号は小論文提出・教士の称号は筆記試験を年２回（5

月・11 月）実施した。三道で新たに錬士７０８名、教士３８９名が誕生した。

範士審査は、年 1回（5月）実施され、剣道７名、居合道１名、計８名の範士が

誕生した。 

 

平成２１年度 称号の合格者数 

称号  規則条文  剣 道  居合道  杖 道  合 計 

錬士 第９条１項 

 〃 ２項 

   ６１４ 

１２ 

  ５５ 

   ２ 

  ２４ 

   １ 

  ６９３ 

   １５ 

教士 第９条１項    ３４９   ３２    ８ ３８９ 

範士 第９条１項       ７    １    ０     ８ 

合計    ９８２   ９０ 

 

３３ １，１０５ 

 

② 六段以上の段位については、剣道・居合道・杖道で計２１回（内、１回：外国人

の初段から七段）の審査会を実施。総受審者数は１７，３０１名で前年度比１，

３８９名減少、合格者数は１，６３０名で前年度比６５名増加した。 

       

平成２１年度 六段ないし八段の合格者数  （ ）内は女子で内数 

  種別 

段位 

  
   剣  道 

 
 居合道 

 
 杖 道 

 
  合 計 

六段 ９４３（44) ４５（13) １５（3） ９９３（60） 

七段 ５４５（22) ２６（1) ７（1） ５７８（24） 

八段 ４１（0) ５（0） ３（0） ４９ （0） 

合計 １，５２９（66) ７６（14) ２５（4） １，６３０（84） 
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一方、本連盟の委任により各都道府県剣連が実施している初段ないし五段の審

査の合格者総数は７９，６５８名、前年度比２，１２２名減少した。特に、剣道

人口の増減の指標である初段取得者は受審者減少により３８，４４１      

名で前年度比１，３３５名減、７年続けての減少となった。 

 

       平成２１年度 初段ないし五段の合格者数  （ ）内は女子で内数 

  種別 

段位 

 
  剣道 

 
 居合道 

 
 杖 道 

 
 合 計 

初段 ３６，７７２ 

（１１，９６９）   

１，２０３ 

（３５４） 

   ４６６ 

  （９８） 

３８，４４１ 

（１２，４２１） 

二段 ２３，２９１ 

（６，９１６） 

８８８ 

（１８３） 

   ３０１ 

   （６８）  

２４，４８０ 

（７，１６７） 

三段  １０，２１５ 

（２，８２７） 

５７６ 

（１１７） 

１９１ 

  （３８） 

 １０，９８２ 

（２，９８２） 

四段 ３，２２３ 

（６０９） 

３４８ 

   （６５） 

     ８２  

（２４） 

３，６５３ 

（６９８） 

五段 １，８３６ 

（２０７） 

２１４ 

（３２） 

５２ 

    （１０） 

２，１０２ 

（２４９） 

合計 ７５，３３７ 

（２２，５２８） 

３，２２９ 

（７５１） 

１，０９２ 

（２３８） 

７９，６５８

（２３，５１７)    

 

(2) 剣道八段審査会は本年度より５月・１１月の審査会を２日間で実施した。結果、

合格者４１名、合格率は 1.3％であった。 

（3）剣道級位審査規程を｢木刀による剣道基本技稽古法｣を導入した剣道級位審査規

則と改訂し、平成２１年１０月１日から実施した。なお、｢木刀による剣道基本技

稽古法｣が普及していない加盟団体には猶予期間を設け実施することとした。 

(4）段位審査における６０歳以上の修業年限の特例措置を廃止して実施した。 

（5）居合道及び杖道の級位審査規程を剣道と同様に見直し、居合道級位審査規則、 

  杖道級位審査規則と改訂して、平成２２年４月１日施行とした。 

  (6）平成２０年度より実施している離島における五段以下の段位審査会補助について

は、申請のあった長崎県（4回）、鹿児島（2回）、沖縄（2回）に行った。 

 

４４４４．．．．審審審審    判判判判    (別添－２参照) 

(1) 「剣道講師要員（試合・審判）研修会」を２回実施し、認定者の中から適格者を

選考し、全剣連剣道講習会の審判法の講師として派遣した。 

(2) 平成２１年４月１日付で審判講師養成の指導講師として１２名が認定され、これ

までの認定者は１０９名となった。 

(3) 「第４回女子審判法研修会」を実施し、参加者の中から第 1回全日本都道府県対

抗女子剣道優勝大会、第４８回全日本女子剣道選手権大会の審判員を選考し好評を

得た。 

(4) 第１４回女子審判講習会を姫路市で剣道六段（一部五段）の女子剣士４９名が参

加して実施した。 
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  (5) 全剣連主催大会における竹刀の規格の遵守について、監督会議または選手打合せ

会等で徹底を図り、規格外竹刀の減少に努めた。 

(6）世界大会の審判員を対象として、審判講習会を成田市で実施した。 

(7) 各主催大会前日、審判研修会を実施し、意思の統一を図った。 

 

５５５５．．．．強強強強    化化化化    (別添－２参照) 

(1) 平成２１年８月ブラジルで開催された第１４回世界剣道選手権大会日本代表選

手のための強化合宿を男子５回、女子４回を実施した。結果、男・女団体及び個

人で総合優勝を果たした。 

(2) 第１５回世界剣道選手権大会候補選手のための「強化訓練講習会」を男子３回、

女子３回を実施した。（一部、（財)日本オリンピック委員会の助成） 

(3) 剣道水準の向上を図るために、平成１７年度よりはじめた青年層の中核となる 

１８～２５歳の剣士を対象とした「選抜特別訓練講習会」は、第３期の前期３回を

実施した。 

(4) 第４７回中堅剣士講習会を全国都道府県各剣連から推薦された４０歳台の剣道

七段の精鋭５５名が参加して実施した。（（財）ＪＫＡの補助事業） 

 

６６６６．．．．居合道居合道居合道居合道(別添－２参照) 

(1) 第３６回居合道中央講習会は京都市で全日本居合道大会審判員候補者を参加さ

せて実施し、居合道試合・審判規則の運営要領の主旨を徹底するとともに、審判

技術の向上を図った。 

(2) 居合道地区講習会を２回（弘前市・高知市）、それぞれ六、七段審査会の翌日、

各２日間の日程で実施し、解説書の運用に関する統一見解の徹底および全剣連居

合の実技向上と古流の研究を行った。 

    

７７７７．．．．杖杖杖杖    道道道道    (別添－２参照) 

(1) 第１８回杖道中央講習会を千葉県勝浦市日本武道館研修センターで実施した。  

(2) 杖道地区講習会を２回（札幌市、東京都江戸川区）、それぞれ六、七段審査会の

翌日、各２日間の日程で実施した。 

    

８８８８．．．．社会体育指導員養成社会体育指導員養成社会体育指導員養成社会体育指導員養成     

(1) 上級認定後、４年を経過した者への更新講習会を実施した。 

(2) 専門大学４年生を対象とした初級講習会を実施した。 

(3) 中学校における武道必修化に伴う｢剣道授業の展開｣の講義を新たに取り入れた。 

(4) 各都道府県教育委員会および加盟団体に認定者名簿を送付し、その活用について

要望した。 

(5) 全剣連と（財）日本体育協会との認定者管理のためのコンピューターのオンライ

ン化を図った。 

(6) 社会体育指導員の認定者総数は、５，７６７名となった。 

  なお、平成２１年度講習会実施結果は、以下のとおりである。 
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２１年度 社会体育指導員養成講習会実施結果 

上 級 

第 回  期 間      場 所 合格者 

１１ Ｈ22 2/5 -2/7 千葉県勝浦市日本武道館研修センター     8 

１２ Ｈ22  3/5 -3/７ 大阪府大阪市修道館・ルーテール    15 

 

上級更新 

第 回  期 間      場 所 合格者 

 １ Ｈ22 2/6 -2/7 千葉県勝浦市日本武道館研修センター    39 

 ２ Ｈ22  3/6 -3/７ 大阪府大阪市修道館・ルーテール    53 

 

初級 

第 回  期 間      場 所 合格者 

７３    6/12-6/14  千葉県勝浦市日本武道館研修センター    7１ 

７４ 10/23-10/25 青森県青森市新青森県総合運動公園    46 

７６ Ｈ22 2/19-2/21 埼玉県寄居市埼玉県農業団体教育センター    89  

７７ Ｈ22 3/19-3/21 香川県高松市総合体育館    72 

学１ H22  1/16-1/17 千葉県勝浦市国際武道大学    36 

                                                           （７５回中止） 

中級 

第 回  期 間      場 所 合格者 

３０ ７/3-7/5 千葉県勝浦市日本武道館研修センター    34 

３１ 7/4-7/6 大阪府大阪市舞州アリーナ    36 

３２ 10/9-10/10 福島県福島市福島県青少年会館 23 

                                

初級更新 

第 回  期 間      場 所 更 新 

３６ 6/20 東京都江東区東京スポーツ文化館   81 

３７     7/11  大阪府大阪市舞州アリーナ 59 

３８         10/10 福島県福島市福島県青少年会館   6 

３９      10/24  青森県青森市新青森県総合運動公園   6 

４０ Ｈ22    3/20 香川県高松市総合体育館   8 

 

中級更新 

第 回  期 間      場 所 更 新 

１４ 6/21  東京都江東区東京スポーツ文化館   152 

１５  7/11    大阪府大阪市舞州アリーナ   101  

１６ 10/10  福島県福島市福島県青少年会館    13 

１７ 10/24    青森県青森市新青森県総合運動公園     5 

１８ Ｈ22    3/20 香川県高知市総合体育館   29 
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９９９９．．．．国国国国    際際際際    

(1) 国際剣道連盟総会および理事会に会長をはじめ役員を派遣し、総会および理事会

の議事進行を支援した。 

(2) 第 14回世界剣道選手権大会に選手・役員 62名を派遣するとともに大会運営を

支援した。 

(3) 国際剣道連盟主催のヨーロッパ（2月）、アジア（２月）、アメリカ(3月)、 各 

ゾーンで開催された審判講習会には、滝井記念武道振興財団等の補助を受け講師

を派遣した。 

(4) 第 34回外国人講習会(審判)を 5月 30日～31日の 2日間、成田市体育館にお 

   いて第 14回世界剣道選手権大会に向け、各審判員の技術向上と有効打突の基準

の意思統一、審判相互連携の強化を目的に実施し、日本を含む 14カ国の審判員

36名が参加した。(（財）ＪＫＡの補助事業） 

(5) 国際交流基金助成事業による日本文化紹介派遣事業として、スペイン・ポルトガ

ルの２カ国に４名を派遣し、日本文化としての剣道を紹介するデモストレーショ

ンに参加し｢日本剣道形｣｢居合｣｢剣道稽古｣等を披露するとともに剣道指導を行

なった。 

(6) 各国の要請に応じ、大会・講習会・審査会に剣道、居合道、杖道の専門家を１８

ヵ国・地域に 29回、合計 67名を派遣した。これらは全剣連及び国際剣道連盟、

各種補助金、主催国の負担により実施した。 

(7) 全国から寄贈された中古剣道具 80 組を整備し、（財）ＪＫＡの補助により購入

した廉価な新品 80組と合せ、竹刀160本、中古剣道着・袴をインドネシア、サ

イパン、コロンビア、スロベニア、ラトビア、モルドバ、ポーランド、南アフリ

カの各国・地域に寄贈した。 

(8) スポーツアコードの武術大会（コンバットゲームズ）の準備打合せのため、開催

地中国北京市に昨年７月と本年３月の２回、国際部門から１名を派遣した。 

 

１０１０１０１０．．．．広報活動広報活動広報活動広報活動ならびにならびにならびにならびに物販事業物販事業物販事業物販事業    

(1) 月刊「剣窓」は、引き続き内容の充実と拡販に努力した。発行部数約１万２千

６百部、購読料自動振替制度の利用者数は約５千２百件と前年度並みの実績であ

った。 

(2) 全剣連発行の刊行物、関連用品、ビデオ・ＤＶＤ等の販売を通じた普及活動を行

った。ＤＶＤ関係では、ダイジェスト版としての「第７回全日本選抜剣道八段優

勝大会」、「第５５回全日本東西対抗剣道大会」「第５７回全日本剣道選手権大会」

を制作･販売した。 

 

１１１１１１１１．．．．文化関係事業文化関係事業文化関係事業文化関係事業    

(1) 第8回剣道文化講演会を１２月５日(土)、九段会館ホールにおいて開催した。 

本年度は、第一部座談会、第二部講演という形式で行い、第一部は『中学校武道必

修化に伴う剣道授業の展開』と題して、さいたま市立大谷中学校 学校地域連携コー

ディネーター 佐藤義則氏、袖ケ浦市立総合教育センター教育相談員 軽米満世氏、

筑波大学大学院人間総合科学研究科講師 有田祐二氏による座談会、第二部は『沢庵

と武蔵の教えを使う』と題して、剣道範士・全剣連相談役 石原忠美氏による講演で
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あった。 

(2) 第１３回写真コンテストを実施。５７６点の応募があり、入賞作品を平成２２年

剣道カレンダーに使用。７枚物（3,300 部）と１枚物(14,000 部)の２種類を作成

し販売・配布した。  

    

１２１２１２１２．．．．資資資資    料料料料    

    総務・資料小委員会は東日本２回、西日本２回開催した。東日本では写真・絵画・

書画等の「剣道史視覚資料」を収集した。 

西日本では、福岡県久留米市の剣術資料を調査、研究し、ＣＤに複写保存した。

また、徳島地方及び静岡県牧野原地区に残る資料を調査し、剣術家と剣術伝播の流

れを研究した。 

    

１３１３１３１３．．．．安全安全安全安全・・・・医科学問題医科学問題医科学問題医科学問題    

(1) 剣道用具の安全性及び剣道具の規格遵守の徹底などについて医･科学委員会で調

査、研究を行った。中でも竹刀については、主催大会での竹刀検査において規格

外竹刀が度々発見されたことから試合･審判委員会と協力し「竹刀規格の遵守な

らびに自主点検の徹底について」の要望書を各都道府県剣道連盟に通知した。 

(2) ｢剣道と難聴に関するフィールド調査｣の取り纏めや｢面の打突時の衝撃に関する

実験データの解析｣を行い、緩衝させるためのメカニズムを研究した。 

(3)（財）日本アンチ・ドーピング機構（JADA）の協力のもと、スポーツ振興くじ

助成を申請して、全日本剣道選手権大会及び全日本女子剣道選手権大会の２大会

でドーピング検査を実施した。 

 

１４１４１４１４．．．．長期方策長期方策長期方策長期方策のののの検討検討検討検討    

    (1) 第三次長期構想企画会議として、『剣道指導の心構え』の現場への普及と展開を

目指し、改めて｢竹刀という剣｣、｢礼法｣、｢生涯剣道｣、それぞれについて指導の

要点を纏め、「剣窓」に掲載した。 

(2) 第四次長期構想企画会議として、平成２０年１２月１日付、公益法人改革関連法

の施行に伴い、新法人への移行に必要な寄附行為から定款への変更を行うための

定款（案）作成及び関連する登録者規程等の見直しを検討した。このほか、新法

人への移行認定又は認可のために必要な｢最初の評議員の選任方法｣について検

討し、評議員選定委員会を設置して、新法人の最初の評議員を選任することにつ

いて、理事会に諮り承認された。 

 

１５１５１５１５．．．．情報処理関係情報処理関係情報処理関係情報処理関係    

(1) 全日本剣道選手権大会の特設サイトを開設し、ホームページによる情報の即時性

高め、内容の充実を図った。 

（2）加盟団体のホームページの開設及び改善を促した結果、新たに１県が開設し、

４０都道府県となった。 

（3）各都道府県剣連での登録者管理システムの導入及び運用支援を実施。平成２１

年度での新規導入は１県で、通算４３都道府県が導入済となった。 

(4) ホームページの内容充実に努めたが、平成２１年度のホームページアクセス数は
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６１１万件となり、昨年より約９５万件増加した。 

    

１６１６１６１６．．．．総務総務総務総務・・・・経理関係経理関係経理関係経理関係    

(1) 平成２０年１２月１日施行の公益法人制度改革に対応するため、公益法人或いは

一般法人への移行に伴う、メリット・デメリットの比較等について調査・研究を

行った。 

(2) 公益法人制度改革に伴う新会計基準に準拠した会計システムに移行するため、会

計体系及び勘定科目等を検討した。 

(3) 特定の資産を管理するための道場建設積立資産規程及び運営強化積立資産規程

を制定し、平成２２年４月１日より施行することとした。 

(4) 功労年金の支給に関する内規を一部改訂し、剣道特別功労者への年金額を平成２

２年４月１日より、年額２４万円から３６万円に増額することとした。 

 

１７１７１７１７．．．．表彰事業表彰事業表彰事業表彰事業    

(1) 剣道特別功労者、剣道功労賞・有功賞の表彰（別添―３参照） 

  剣道特別功労者には森島健男氏を選考し、第１５回剣道功労賞･有功賞について

は、功労賞には文室常男、上野貞紀、賀来俊彦、園田政治、John Edwin Howell、

の５氏を選考して、それぞれ１２月５日に贈呈式を行った。有功賞には、５９名

を選考して表彰した。 

(2) 少年剣道教育奨励賞の表彰（別添―４参照） 

剣道の普及、将来の発展を図るために始めた「少年剣道教育奨励賞」は、６年

目を迎え、少年剣道の指導面で地道な活動を重ねている団体・組識を各剣連、関

係団体等に対象候補として推薦を求め、２８８団体（内１個人）を選考して表彰

した。 

(3) 敬老の日（９月２１日）までの、この１年間に、新たに９０歳を迎えられた剣道・

居合道・杖道高段位（七段以上）の方々５０名に、これまでの斯道の発展・振興

への尽力と功績を称え、祝意を表明するとともに記念品を贈呈した。 

(4) 顕彰状の贈呈 

故人に贈られた顕彰状は次のとおりである。 

     ①教士八段受有者 ２名 

②教士七段受有者で、教士取得後２０年を経過した者 ２３名  

③剣道の普及、発展に多大の貢献をした者 ２名 

 

１８１８１８１８．．．．専門委員会等専門委員会等専門委員会等専門委員会等のののの活動活動活動活動（補足資料【１】P９参照） 

( 1) 平成２１年度の専門委員会は、小委員会を含め６２回 開催した。 

( 2) 長期構想企画会議を ８回 開催した。 

( 3) 事業調整連絡会議を１０回 開催した。 

( 4) アンチ・ドーピング委員会を２回 開催した。 

( 5) 称号・段位審査規則に基づく審査員選考委員会を ２回 開催した。 

( 6) 二刀検討会を ５回 開催した。 

以上 
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「「「「補足資料補足資料補足資料補足資料」」」」    

【１】理事会、評議員会等の開催状況について 

１．常任理事会                    （計 ６回） 

（１）第１回       平成２１年 ５月２９日 

（２）第２回       平成２１年 ６月 ９日 

（３）第３回       平成２１年 ９月１１日 

（４）第４回       平成２１年１１月 ２日 

（５）第５回       平成２２年 １月１３日 

（６）第６回       平成２２年 ３月 ３日 

 

２．理事会                      （計 ５回） 

（１）第１回             平成２１年  ６月１０日 

 （審議事項） 

    ア 平成２０年度事業報告（案）について 

     イ 平成２０年度収支計算書(案)および平成２０年度財務諸表(案)について 

     ウ 級位審査規程の制定について 

    エ 評議員の選出について 

   （報告事項） 

     オ 平成２１年度剣道有功賞顕彰の推薦について 

    カ 平成２１年度「少年剣道教育奨励賞」候補推薦について 

キ 第１４回世界剣道選手権大会日本選手団の決定について 

  ク その他 

 

（２）（臨時）理事会   平成２１年７月 ７日 

 （審議事項） 

    ア 平成２１・２２年度 会長の選出について 

    イ 副会長・専務理事・常任理事の選出について 

  ウ 顧問・審議員・相談役・参与の選出について 

  エ 役員の担当について 

  オ 平成２１年度事業について 

  カ その他 

 

  （３）(臨時) 理事会   平成２１年９月１２日 

    (審議事項) 

    ア 役員の選任について 

    イ 平成２１・２２年度役員の業務分担について 

    ウ 平成２１・２２年度専門委員会委員の選任について 

    エ 平成２１・２２年度剣道功労賞・有功賞の選考委員について 

    オ 平成２１・２２年度少年剣道教育奨励賞の選考委員について 

 

   （報告事項） 
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     カ 審査員選考委員会委員について 

    キ 綱紀委員会委員について 

ク 平成２２年度以降各種行事の開催県について 

  ケ その他 

 

（４）(臨時) 理事会    平成２１年１１月２日 

     （審議事項） 

ア 平成２１年度剣道特別功労賞・功労賞・有功賞授賞者について 

  平成２１年度少年剣道教育奨励賞贈賞について 

    イ 平成２２年度行事日程表（案）について 

     ウ 公益法人制度改革に伴う新法人への移行について 

   （報告事項） 

    エ 理事の選任について 

    オ 強化専門委員会委員の選出について 

    カ 平成２１年度一般会計（上半期）収支状況について 

   キ その他 

   ① スポーツアコード／ＧＡＩＳＦのコンバットゲームズについて 

    ② 海外渡航中の審査について留意すべきこと 

    ③ 第 8回剣道文化講演会について 

   ④ 平成 21年度日本武道協議会武道功労者及び武道優良団体の推薦について 

 

 （５）第２回             平成２２年 ３月 ９日 

 （審議事項） 

  ア 平成２２年度事業計画（案）について 

   ○平成２２年度行事日程表（案）について 

  イ 平成２２年度収支予算（案）について 

  ウ 級位審査規程の改訂に伴う居合道・杖道級位審査規則の制定について 

  エ 財団法人 全日本剣道連盟道場建設積立資産規則（案） 

  オ 財団法人 全日本剣道連盟運営強化積立資産規程（案） 

  カ 新法人への移行に伴う最初の評議員の選任方法（案）について 

  キ 功労年金の支給に関する内規の一部改訂（案）について 

  （報告事項） 

  ク 総務・広報編集小委員会の選出について 

  ケ 五段以下の審査における再受審および一級の取り扱いについて 

  コ スポーツアコード武術大会（コンバットゲームズ）派遣について 

  サ その他 

 

 

３．評議員会                     （計 ３回） 

（１）第１回       平成２１年  ６月１０日 

   （審議事項） 

ア 平成２０年度事業報告（案）について 
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   イ 平成２０年度収支計算書(案)および平成２０年度財務諸表(案)について 

   ウ 級位審査規則の制定について 

   エ 理事・監事の選出について 

  （報告事項） 

   カ 平成２１年度剣道有功賞顕彰の推薦について 

   キ 平成２１年度「少年剣道教育奨励賞」候補推薦について 

   ク 第１４回世界剣道選手権大会日本選手団の決定について 

   ケ 武道の振興について 

   コ その他 

 

（２）（臨時）評議員会  平成２１年１１月  ２日  

   （審議事項）   

    ア 理事の選任について 

    イ 平成２２年度行事日程表（案）について 

     ウ 公益法人制度改革に伴う新法人への移行について 

    （報告事項） 

    エ 平成２１年度剣道特別功労賞・功労賞・有功賞授賞者について 

     平成２１年度少年剣道教育奨励賞贈賞について 

    オ 強化専門委員会委員の選出について 

    カ 平成２１年度一般会計（上半期）収支状況について 

    キ その他 

    ① スポーツアコード／ＧＡＩＳＦのコンバットゲームズについて 

    ② 海外渡航中の審査について留意すべきこと 

    ③ 第 8 回剣道文化講演会について 

       ④ 平成２１年度日本武道協議会武道功労者及び武道優良団体の推薦について 

 

（３）第２回       平成２２年  ３月９日 

  （審議事項） 

    ア 平成２２年度事業計画（案）について 

    ○ 平成２２年度行事日程表（案）について 

    イ 平成２２年度収支予算書（案）について 

     ウ 級位審査規程の改訂に伴う居合道・杖道級位審査規則の制定について 

    エ 財団法人 全日本剣道連盟道場建設積立資産規程（案） 

    オ 財団法人 全日本剣道連盟運営強化積立資産規程（案） 

 

   （報告事項） 

    カ 新法人への移行に伴う最初の評議員の選任方法（案）について 

    キ 功労年金の支給に関する内規の一部改訂（案）について 

       ク 総務・広報編集小委員会委員の選出について 

    ケ 五段以下の審査における再受審および一級の取り扱いについて 

    コ スポーツアコード武術大会（コンバットゲームズ）派遣について 

    サ その他 
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４．審議会                      （計 ２回） 

（１）第１回       平成２１年  ９月１２日    （ 浦和市 ） 

    ア 剣道界の動向と全剣連の志向するもの 

    イ その他 

   第１４回世界剣道選手権大会の総括 

 

（２）第２回       平成２２年  ３月  ３日   （ 東京都 ） 

    ア 剣道界・全剣連の動き 

     ・平成２２年度行事日程表（案） 

    オ その他 

 

５．相談役会                     （計 ２回） 

（１）第１回         平成２１年  ５月  ４日   （ 京都市 ） 

    ア 剣道界の動向と全剣連の動き 

    イ その他 

 

（２）第２回         平成２１年  ９月１２日   （ 浦和市 ） 

    ア 剣道界の動向と全剣連の動き 

    イ その他 

 

６．その他の会議 

（１）都道府県剣道連盟 事務局長会議        （計 １回 ） 

                          平成２１年 ４月２８日   （ 大阪市 ） 

（２）各剣連 専務理事・理事長会議         （計 １回 ） 

                          平成２２年 ２月１２日   （ 東京都 ） 

（３）全国組織剣道関係団体連絡会議         （計 １回 ） 

                          平成２２年 ３月２４日   （ 東京都 ） 

  （４）各地区剣連会長会同              （計 ２回 ） 

               平成２１年 ５月２１日   （関西圏） 

               平成２１年 ７月２２日   (関東近県) 

               

７．各専門委員会 

（１）総務委員会                  （ ３ 回 ） 

     ア 総務・広報編集小委員会            （ １２回 ） 

     イ 総務・資料東小委員会             （ ２ 回 ） 

    ウ 総務・資料西小委員会             （ ２ 回 ） 

エ 総務・情報小委員会              （  ３ 回 ） 

（２）普及委員会                  （  ２ 回 ） 

  ア 普及小委員会                 （ １ 回 ） 

（３）学校教育部会                 （  ５ 回 ） 

（４）指導委員会                  （ ４ 回 ） 
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（５）強化委員会                  （ ３ 回 ） 

（６）称号・段位委員会               （  ５ 回 ） 

（７）試合・審判規則委員会             （ ５ 回 ） 

（８）国際委員会                  （ ６ 回 ） 

（９）居合道委員会                 （  ２ 回 ） 

（10）杖道委員会                  （ ２ 回 ） 

（11）医・科学委員会                （  ３ 回 ） 

（12）社会体育委員会                （ ２ 回 ） 

 

【２】役員等の異動について（別添－５参照） 

      別添資料のとおり、平成２１年 6月１０日 任期満了に伴う評議員・理事の 

  改選を行い、7月７日に役員が決定された。 

  それ以外については、下記のとおりである。 

（１）役員の交代 

    ア 松永政美氏が理事から副会長     （平成２１年 ９月１２日） 

    イ 井上茂明氏が常任理事から理事    （平成２１年 ９月１２日） 

    ウ 門田 渉氏に代り、土本英樹理事（警察庁）が選任された。 

                         （平成２１年１１月 ２日）  

 

（２）平成２１度年中に逝去された顧問・相談役・参与 

  ア 顧 問 武藤嘉文氏         （平成２１年１１月 ４日逝去） 

イ 相談役 谷口安則氏         （平成２１年 ５月１９日逝去） 

    ウ 理事に準ずる参与  片岡 守氏     （平成２２年 ２月 ５日逝去） 

 

【３】事務局職員構成 

平成２２年３月３１日現在 

職  員 嘱  託  在 籍 

   男    女   男   女 

統括主幹    ０        

主 幹    ５    ４     １  

主幹代理    ７    ３      ０    ２    １ 

職 員   １４    ６     ８     １ 

 計   ２６    １３    ８    ３    ２ 

                                              〆           


